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広
島
地
本
は
、
９
月
６
日
（
土
）
に
第
１
回
成
立
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

先
の
第
３
６
回
定
期
広
島
地
方
本
部
大
会
後
初
と
な
る
本
会
議
で
は
、
各
執
行
委
員

の
任
務
分
担
を
決
定
し
た
ほ
か
、
今
後
１
年
間
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
確
認
す
る
な

ど
、
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。 

 第
１
回
成
立
執
行
委
員
会
を
開
催
！ 

ま
し
た
。 

最
後
に
、
議
題
に
つ
い 

て
活
発
な
議
論
を
行
い
、 

全
員
で
意
思
統
一
を
図
っ 

た
後
、
会
議
を
終
え
ま
し 

た
。 

広
島
地
本 

第
１
１
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
開
催
！ 

 

会
議
は
先
の
第
３
６
回 

定
期
広
島
地
方
本
部
大
会 

で
再
任
さ
れ
た
石
松
委
員 

長
が
、「 
副
委
員
長
、
書 

記
長
を
含
め
、
５
名
の
メ 

ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、 

新
し
い
執
行
部
で
新
年
度 

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し 

た
。
先
日
の
第
３
６
回
定 

期
大
会
で
は
１
１
名
か
ら 

発
言
を
受
け
る
な
ど
、
多 

く
の
業
務
・
組
織
課
題
を 

抱
え
て
い
る
こ
と
を
再
確 

認
し
ま
し
た
。
執
行
部
と 

し
て
組
合
員
の
付
託
に
応 

え
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か
り 

と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
活
動
の
原
点
は
分 

会
で
す
。
分
会
が
し
っ
か 

り
と
活
動
で
き
る
よ
う
、 

支
部
と
連
携
を
取
り
な
が 

ら
組
織
強
化
を
図
っ
て
い 

き
ま
す
の
で
、
組
合
員
の 

積
極
的
な
参
画
を
要
請
し 

ま
す
。」 

な
ど
と
あ
い
さ 

つ
を
し
議
事
に
入
り
ま
し 

た
。 会

議
で
は
、
各
執
行
委 

員
の
任
務
分
担
を
決
定
、 

１
年
間
の
活
動
計
画
に
つ 

い
て
確
認
し
ま
し
た
。
そ 

の
後
、
企
画
、
業
務
、
組 

織
ほ
か
、
各
部
の
担
当
者 

か
ら
の
経
過
報
告
を
受
け 

 

広
島
地
本
は
、
９
月
２ 

６
日
（
金
）
に
広
島
県
総 

合
体
育
館
（
広
島
市
）
に 

お
い
て
、
第
１
１
回
フ
ッ 

ト
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま 

し
た
。 

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た 

広
島
間
接
支
部
の
皆
様
が 

１
１
月
１
８
日
か
ら
金
沢 

地
本
管
内
で
開
催
さ
れ
る 

中
央
本
部
「
第
８
回
フ
ッ 

ト
サ
ル
大
会
」
に
出
場
さ 

れ
ま
す
。 

【２０２５年度広島地方本部役員任務分担】 


